





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 長保4．11．1 1002 伊賀国税所勘申案 伊賀 封戸所済勘文作成 420　429
3 寛弘10．1．26 1013 豊後国由原宮々師 豊後 国司に対する官物免否に関する勘申 469
如寿解 〔免除要求による〕
4 永承4． 1049 紀伊国郡許院収納 紀伊 院収納所作成の結解の監査 672
米帳進未勘文
5 天喜4．3．27 1056 伊賀国黒田荘工夫 伊賀 （論田の帰属）未済状況を勘申＝国使の 781
等解 行為の正当性主張〔庄の刈りとられた
稲返還要求による〕
6 天喜4．6．29 1056 橘成友起請案 大隅 案文保管力 804
7 寛治3．9．27 1089 伊賀国税所注申状 伊賀 未進の注進 1279
8 保安3．2．28 1122 〃 〃 〃　〔斗代相論における副進文書〕 1952
9 久安5．5．6 1149 東大寺僧覚仁・伊 〃 郡郷加納田司が作成した結解のとりま 2664
賀国目代中原利宗 とめ，国司（又は目代）への上申
問注記案



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































数量（束〉 算出方法1 数量（束）1 監査　方法
















雑　　用 324．30（F） ＝細目計 316．93（F’）























御館人 1605．87（c） ＝細目計 1605．781（c’） （細目に合点なし）

































































































































































































































































































































































































































































































































































翫 年　月　日 西暦 文　　書　　名 国名 機　　　能　　　〔備考〕
『平安遺文』　　恥
1 永詐2．11．21 990 大和国栄山寺牒 大和 免除領田制における国司への勘申 341
2 正暦a3．14 991 大和国使牒 大和 勘文（内容不明）作成〔田地帰属相 350
論の証拠文書として効力弱〕
3 正暦5．9．9 994 大和国栄山寺牒 大和 免除傾田制における国司への勘申 359
4 長保4．9．19 1002 東寺伝法供家牒 丹波 〃 428
5 長保4．11．25 1002 大和国栄山寺牒 大和 〃 474
6 寛弘3．9．21 1006 大和国栄山寺牒 大和 〃 443
7 寛弘6．10．20 1009 大和国栄山寺牒 大和 〃 449
8 寛弘6．10．28 1009 東寺伝法供家牒 丹波 〃 450
9 寛弘6，12．20 1009 大和国栄山寺牒 大和 〃 451
10 長和2．11．9 1013 大和国弘福寺牒 大和 〃 473
11 長和3．10，18 1014 宗岡光成解案 和泉 開発申請に対する証判 ＊1
12 寛仁1．9．25 1017 大和国栄山寺牒 大和 免除領田制における国司への勘申 478
13 治安1．9．27 1021 大和国栄山寺牒 大和 〃 484
14 治安2．11． 1022 筑前国黒嶋荘立券文案 筑前 立券文案文保管 489
15 万寿2．11．5 1025 大和国栄山寺牒 大和 免除領田制における国司への勘申 503
16 長元2．9．28 1029 大和国栄山寺牒 大和 〃 516
17 長久2，12． 1041 大和国栄山寺牒 大和 〃 595
18 永承6．10．16 1051 豊後国柞原八幡宮々師 豊後 国司へ季供田の済例（＝該当田の 692
仁円解 地目）作否を勘申　〔紛失公験再得
にともなう免除申請〕
19 永承8．1。 1053 大和国元興寺三論供家 近江 免除領田制における国司への勘申 698
牒
20 ？ ？ 大和国弘福寺牒案 大和 〃 4917
21 康平2．3．25 1059 大和国栄山寺牒 大和 〃 925
22 康平4．7． 1061 丹波国大山荘坪付案 丹波 荘坪付の保管 970
23 延久1．8．29 1069 筑前国嘉麻郡司解案 筑前 延久荘園整理令により作成された 1039
封田荒熟目録の勘合又は保管
24 応徳1．8．21 1084 筑前国観世音寺牒案 筑前 国司に対する勘出田の帰属勘申力 1214
25 応徳3．τ 1086 東寺領伊勢国川合荘文 伊勢 相博の際の田地目調査〔相論の証 1249
書目録案 拠文書〔＊2〕〕
26 嘉保3．5． 1096 日置恒近申文 和泉 論田の帰属を国司に勘申 1999
27 康和2．2．19 1100 丹波国司解案 丹波 田所例文（免田を記載）作成・保管 1426
康和2．8．16 1100 〃 〃 〃 1433
28 保延6．3．25 1140 近江国香薗田数目録 近江 検田所作成の田数目録保管又は田 5088
数確認






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 天喜6．3．12 1058 丹波国高津郷司解 丹波 官物収納〔綿1両．直米9升3合8勺〕 886





3 保安2． 1121 伊賀国則重名官物 伊賀 官物収納〔麻布1段〕 1941
返抄案
4 保安4．2．14 1123 伊賀国調所返抄 伊賀 官物（見米代）収納〔麻布4丈．直米2 ＊1
斗7升〕
5 保安4．2．14 1123 伊賀国調所返抄 伊賀 官物（見米代軽物）収納 ＊1
〔騰額韻翔升〕
6 保安4．2．14 1123 伊賀国調所返抄 伊賀 官物（見米代）収納〔白布3丈．直米6 ＊1
斗2升〕
7 保安4．a14 1123 伊賀国調所返抄 伊賀 官物（見米代）収納〔白布4丈．薩米4 1983
斗〕
8 保安4．口14 1123 伊賀国調所返抄 伊賀 官物（見米代）収納〔皮剥布2丈．直米 1984
（2カ）
3斗［コ〕
9 保安4．2．14 1123 伊賀国調所返抄 伊賀 官物（見米代）収納〔白布3丈．直米4 1985
斗〕
10 保安5．a29 1124 伊賀国黒田杣司等 伊賀 官物収納．軽物収納機関． 2007
解 計器設定・管理「調所尺」
11 保安5閏a23 1124 東大寺請文案 伊賀 官物収納〔品目不明〕 2009
12 大治1．6．4 1126 黒田荘出作田官物 伊賀 官物収納〔葛布2丈5尺代10疋．定 2073
見米代進上状 （米）4斗5升〕
13 大治4．12．3 1129 明法家勘文 伊賀 官物収納〔品目不明〕 2147
14 長寛1．6．6 1163 飛騨国調所解 飛騨 計器管理「国斤」「蔵人斤」 3257
彌環錐伽傲砧剣仙に書文魎無題蔵所庫文洋陳一酵惑妖激杜
で
き
る
。
ま
た
、
軽
物
納
帳
の
存
在
が
知
ら
　
（
3
8
）
れ
る
が
、
調
所
の
台
帳
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
調
所
は
軽
物
収
納
機
能
を
有
す
る
た
め
、
度
・
衡
の
計
器
を
管
理
し
た
。
度
器
に
つ
い
て
は
前
掲
史
料
に
「
調
所
尺
」
を
基
準
と
し
て
官
物
の
絹
を
徴
収
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
衡
器
に
つ
い
て
は
、
時
期
は
下
る
が
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
六
月
六
日
飛
騨
国
調
所
解
（
表
W
⑭
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
調
所
が
恐
ら
く
国
司
に
国
斤
が
二
種
類
あ
る
こ
と
に
つ
き
弁
明
す
も
の
で
、
国
斤
が
蔵
人
所
斤
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
右
の
機
能
を
有
す
る
調
所
に
つ
い
て
は
次
の
点
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
は
計
器
・
換
算
率
の
操
作
に
よ
り
、
国
守
の
官
物
増
徴
策
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
は
恐
ら
く
国
レ
ベ
ル
で
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
理
由
は
ω
明
ら
か
に
郡
郷
収
納
所
と
は
別
個
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
②
構
成
員
が
田
所
・
税
所
と
同
様
目
　
　
　
　
（
3
9
）
代
・
判
官
代
で
郡
郷
収
納
所
・
検
田
所
が
国
使
・
書
生
・
郡
郷
司
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
異
な
る
こ
と
、
㈹
前
掲
紀
伊
国
郡
許
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
院
収
納
所
進
未
勘
文
に
お
い
て
、
軽
物
収
納
機
関
の
返
抄
が
「
国
返
抄
」
と
さ
れ
て
お
り
、
52
大
石
氏
の
指
摘
通
り
調
所
と
推
定
し
う
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
以
上
、
国
レ
ベ
ル
に
設
置
さ
れ
た
国
内
支
配
関
係
の
「
所
」
を
概
観
し
た
。
こ
れ
ら
の
「
所
」
が
、
十
一
世
紀
を
中
心
と
す
る
時
期
、
国
衙
に
あ
っ
て
諸
郡
郷
支
配
の
中
枢
の
役
割
を
、
土
地
・
徴
税
な
ど
の
各
部
門
別
に
果
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
九
世
紀
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
「
所
」
が
、
十
世
紀
末
に
体
制
化
す
る
国
使
の
在
地
支
配
と
対
応
し
て
、
王
朝
国
家
的
国
内
支
配
機
構
と
し
て
再
編
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
　
国
使
　
前
項
に
お
い
て
税
所
・
田
所
が
各
郡
郷
収
納
所
・
検
田
所
を
統
轄
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
郡
郷
収
納
所
・
検
田
所
自
体
の
職
掌
は
大
石
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
史
料
上
郡
郷
収
納
所
・
検
田
所
を
構
成
し
た
徴
証
の
な
い
国
使
も
多
数
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
殆
ど
全
て
郡
郷
を
単
位
に
検
田
・
収
納
に
あ
た
っ
て
お
り
、
先
の
税
所
・
田
所
と
の
機
能
上
の
統
轄
関
係
を
敷
衛
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
さ
て
、
現
実
の
郡
郷
支
配
の
場
に
お
い
て
は
、
国
使
が
主
導
権
を
握
り
、
郡
郷
司
は
国
使
を
補
佐
す
る
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
入
間
田
宣
夫
氏
・
大
石
氏
ら
ば
主
張
さ
訂
た
。
特
に
入
間
田
氏
は
両
者
の
関
係
を
「
強
力
な
権
限
を
も
つ
が
在
地
に
常
駐
し
な
い
国
使
と
明
確
な
権
限
を
も
た
な
い
が
在
地
に
お
け
る
影
響
力
を
も
つ
郡
郷
司
と
の
相
互
補
完
関
係
」
と
さ
れ
た
。
筆
者
も
基
本
的
に
こ
の
立
場
を
支
持
す
る
。
し
か
し
両
氏
の
指
摘
が
具
体
性
を
欠
く
た
め
非
在
地
的
性
格
を
も
つ
国
使
に
よ
る
支
配
が
果
し
て
可
能
で
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
か
ら
批
判
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
森
田
悌
・
泉
谷
康
夫
両
氏
は
「
郡
司
の
無
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
化
」
・
，
国
使
の
主
導
性
を
否
定
す
る
が
、
両
氏
の
批
判
が
当
ら
な
い
事
は
、
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
一
に
十
世
紀
に
於
る
国
使
に
よ
る
郡
司
権
能
吸
収
の
事
実
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
い
点
、
第
二
に
十
一
世
紀
を
通
じ
て
国
使
に
よ
る
勘
責
が
広
範
に
見
ら
れ
る
反
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
面
、
郡
郷
司
の
官
物
・
臨
時
雑
役
勘
責
の
史
料
が
殆
ど
な
い
事
実
、
第
三
に
大
石
直
正
氏
が
解
明
さ
れ
た
徴
税
法
　
　
負
名
直
納
法
と
も
い
う
べ
き
方
法
1
が
か
な
り
広
範
に
行
わ
れ
て
お
り
、
郡
郷
司
の
強
力
な
徴
税
権
を
無
条
件
に
認
め
得
な
い
点
、
の
三
点
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
い
つ
れ
が
有
力
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
む
し
ろ
国
使
の
非
在
地
性
・
権
限
掌
握
と
い
う
郡
郷
司
と
対
比
さ
る
べ
き
性
格
の
も
つ
意
味
を
具
体
的
活
動
形
態
の
中
か
ら
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
の
大
和
国
添
上
郡
春
日
荘
田
を
め
ぐ
る
東
大
寺
・
興
福
寺
の
相
論
を
と
り
あ
げ
る
。
弁
定
の
た
め
現
地
へ
派
遣
さ
れ
た
国
使
大
橡
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
月
）
百
井
一
蔭
・
東
市
正
藤
原
元
国
は
「
今
月
七
日
国
符
偶
、
（
中
略
）
郡
司
承
知
、
与
二
使
者
一
共
弁
決
言
上
者
、
因
レ
藏
随
コ
身
国
符
一
、
今
月
十
三
日
到
着
在
地
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
即
可
被
出
各
公
験
対
向
之
由
、
牒
送
両
寺
已
了
」
と
述
べ
て
お
り
、
使
者
と
共
に
審
理
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
郡
司
宛
の
国
符
を
国
使
が
帯
し
て
現
地
へ
下
向
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
符
旨
の
執
行
形
態
が
注
目
さ
れ
る
。
四
通
の
　
　
（
4
6
）
関
連
文
書
に
見
ら
れ
る
経
過
か
ら
、
形
式
的
側
面
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
国
使
・
郡
司
間
で
発
給
さ
れ
る
文
書
が
符
・
解
に
よ
ら
ず
牒
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
形
式
上
は
上
下
関
係
に
な
い
こ
と
（
E
）
、
し
か
し
郡
司
宛
国
符
を
請
け
て
直
接
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
コ
コ
行
動
を
し
て
い
る
の
は
国
使
で
あ
り
、
（
C
D
E
F
）
郡
司
に
は
国
使
牒
に
よ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
間
接
的
に
符
旨
が
伝
達
さ
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
国
使
の
命
に
よ
り
行
動
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
こ
と
（
E
）
で
あ
る
。
職
務
内
容
の
側
面
で
は
、
国
使
の
役
割
は
両
当
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
事
者
へ
の
牒
送
に
よ
る
関
係
資
料
蒐
集
、
そ
れ
に
基
く
審
理
（
C
D
F
）
と
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
相
論
裁
定
に
直
接
か
か
わ
る
事
項
で
あ
る
。
こ
の
相
論
は
東
大
寺
が
太
政
官
に
提
訴
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
請
け
て
国
司
に
「
相
対
公
験
、
令
弁
定
言
上
」
む
べ
き
由
の
宣
旨
が
下
さ
れ
た
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
判
決
権
は
太
政
官
に
あ
り
、
国
使
の
弁
定
は
、
中
央
か
ら
国
司
が
命
ぜ
ら
れ
た
弁
定
を
執
行
す
る
も
の
で
王朝国家期における国衙国内支配の構造と特質53
あ
っ
た
。
一
方
郡
司
は
、
国
使
の
命
に
よ
り
相
論
期
間
中
の
論
田
耕
作
禁
止
コ（
E
）
と
い
う
相
論
上
は
付
随
的
で
あ
る
が
、
在
地
の
耕
作
関
係
に
お
い
て
規
制
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
力
を
必
要
と
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
国
使
と
郡
司
は
職
務
執
行
に
お
い
て
実
質
的
に
上
下
関
係
に
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
明
確
な
機
能
分
担
　
　
国
司
権
限
の
執
行
と
在
地
に
お
け
る
耕
作
関
係
の
規
制
　
　
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
右
の
よ
う
な
国
衙
行
政
権
執
行
の
場
に
お
い
て
国
符
の
有
す
る
機
能
は
郡
郷
司
へ
の
命
令
伝
達
で
は
な
く
、
む
し
ろ
国
司
の
有
す
る
行
政
権
を
国
使
が
臨
機
的
に
行
使
す
る
た
め
の
根
拠
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
口
廿
六
日
東
大
寺
領
丹
波
国
後
河
荘
田
堵
等
解
は
、
国
使
判
官
代
為
奈
部
兼
安
が
県
刀
彌
郷
司
使
従
類
を
率
い
荘
内
に
乱
入
、
国
宣
鴨
頭
花
紙
を
勘
責
し
た
こ
と
を
東
大
寺
政
所
へ
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
田
堵
等
解
に
は
国
符
が
副
進
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
田
村
憲
美
氏
の
推
定
の
通
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
郷
司
あ
て
の
国
役
（
鴨
頭
花
紙
）
弁
済
命
命
と
考
え
ら
れ
る
が
、
国
符
を
帯
し
た
国
使
は
郷
司
に
こ
れ
を
伝
達
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
郷
司
を
率
い
荘
田
堵
に
直
接
提
示
し
勘
責
を
行
っ
て
い
る
。
先
の
春
日
庄
と
同
様
、
国
符
が
国
使
の
職
務
執
行
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
後
河
庄
に
お
け
る
国
役
勘
責
は
翌
年
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
経
過
に
よ
り
当
該
期
に
一
般
的
に
見
ら
れ
る
国
使
の
勘
責
の
一
断
面
を
知
り
得
る
。
先
ず
徴
税
方
法
を
み
る
と
、
①
国
使
が
国
守
の
意
を
う
け
「
件
花
可
染
進
請
文
」
を
田
堵
よ
り
勘
責
、
②
荘
司
が
交
易
に
よ
り
東
大
寺
政
所
を
経
由
し
て
国
前
”
国
守
自
身
に
直
納
、
③
国
守
の
責
任
に
お
い
て
返
抄
発
行
（
こ
の
場
合
は
発
行
さ
れ
ず
）
④
国
使
に
よ
る
荘
結
解
受
理
、
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
一
見
し
て
大
石
直
正
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
郡
郷
収
納
所
の
徴
税
方
法
に
近
似
し
て
い
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
と
が
知
ら
れ
る
が
、
山
野
に
乱
入
し
、
「
甚
以
無
為
方
」
と
い
わ
れ
る
国
使
勘
責
が
請
文
・
結
解
の
勘
責
に
と
ど
ま
り
、
弁
進
の
為
の
交
易
が
荘
司
に
委
さ
れ
、
納
入
も
国
役
を
弁
進
す
べ
き
旨
の
東
大
寺
政
所
下
文
に
よ
り
政
所
を
経
由
し
て
な
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
荘
園
領
主
に
よ
る
荘
民
編
成
が
進
行
す
る
中
、
国
司
が
あ
く
ま
で
も
国
使
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
る
べ
き
一
国
規
模
支
配
原
理
を
堅
持
す
る
と
い
う
対
抗
関
係
を
示
す
徴
税
方
式
と
い
え
る
。
こ
こ
に
見
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
る
国
使
は
天
喜
三
年
が
為
奈
部
兼
安
、
四
年
が
良
弘
、
い
ず
れ
も
在
地
出
身
者
と
さ
れ
る
判
官
代
で
あ
る
が
年
毎
に
改
替
し
て
お
り
、
そ
の
役
割
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
当
該
地
域
に
対
す
る
恒
常
的
支
配
、
自
己
の
支
配
圏
拡
大
を
め
ざ
す
も
め
で
は
な
く
、
国
守
の
一
国
規
模
支
配
権
の
執
行
者
の
域
を
出
な
い
。
国
司
の
一
国
規
模
支
配
体
系
が
京
下
系
官
人
・
在
地
系
官
人
双
方
を
包
摂
す
る
形
で
体
制
化
し
得
て
い
る
点
を
当
該
期
の
国
内
支
配
機
構
の
特
色
の
一
っ
と
看
倣
　
（
騒
）
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
右
の
如
き
徴
税
方
式
を
考
慮
す
れ
ば
、
郡
郷
司
あ
て
の
免
除
国
符
・
庁
宜
は
従
来
の
説
の
如
き
郡
郷
司
の
郡
郷
内
徴
税
請
負
い
を
直
ち
に
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
郡
郷
司
あ
て
に
検
田
使
入
部
停
止
を
命
ず
る
国
符
　
　
　
（
5
5
）
も
存
在
す
る
。
郡
郷
司
の
免
除
国
符
・
庁
宣
の
執
行
と
は
、
在
地
に
常
駐
し
な
い
国
使
の
入
部
に
備
え
、
郡
郷
司
が
免
除
坪
の
所
在
を
確
認
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）
。
　
前
述
の
丹
波
後
河
荘
の
例
、
及
び
大
和
国
大
田
犬
丸
名
・
伊
賀
国
名
張
郡
の
事
例
な
ど
に
よ
れ
ば
、
徴
税
に
お
け
る
国
使
の
現
物
徴
収
の
割
合
は
概
し
て
低
　
　
　
　
　
　
（
5
6
V
率
だ
が
多
様
で
あ
り
、
負
名
の
納
入
先
も
多
数
あ
る
。
そ
の
中
で
特
定
権
門
へ
の
従
属
化
も
進
行
し
て
い
る
。
負
名
の
お
か
れ
て
い
る
条
件
は
こ
の
様
に
多
様
で
あ
る
が
、
国
使
の
支
配
は
そ
の
勘
責
が
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
農
民
編
成
の
面
で
は
共
通
し
て
ル
ー
ズ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
負
名
体
制
自
体
土
地
を
媒
介
と
す
る
形
で
百
姓
把
握
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
現
実
の
耕
作
関
54
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
係
・
土
地
所
有
と
は
次
元
を
異
に
す
る
収
取
制
度
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
国
使
の
非
在
地
的
性
格
と
は
負
名
体
制
の
右
の
性
格
と
対
応
す
る
も
の
と
い
え
る
。
一
方
、
国
使
の
権
限
掌
握
は
王
朝
国
家
体
制
の
成
立
に
よ
り
国
司
に
国
内
支
配
権
が
委
任
さ
れ
た
こ
と
に
淵
源
が
あ
っ
た
。
国
使
は
正
に
王
朝
国
家
的
国
内
支
配
を
具
現
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
三
　
郡
郷
司
　
郡
郷
司
は
前
二
者
と
異
な
り
そ
の
存
在
形
態
・
制
度
的
変
遷
等
に
地
域
的
差
異
が
顕
著
で
あ
る
。
先
ず
個
別
研
究
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
稿
の
主
題
に
即
し
て
、
「
所
」
ー
国
使
系
列
と
の
異
質
性
に
問
題
を
し
ぼ
り
検
討
を
加
え
る
。
　
周
知
の
如
く
、
当
該
期
既
に
郡
衙
は
解
体
し
て
お
り
、
再
編
郡
郷
毎
に
一
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
の
郡
郷
司
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
郡
郷
司
は
既
述
の
「
所
」
1
国
使
と
い
う
機
能
別
編
成
に
組
み
込
ま
れ
ず
に
、
郡
郷
に
下
向
し
た
各
種
国
使
に
対
し
て
等
し
く
補
佐
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
郡
郷
司
の
職
掌
と
は
具
体
的
に
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
　
先
ず
国
使
の
指
揮
下
に
お
け
る
検
田
・
収
納
が
あ
げ
う
る
が
、
郡
郷
司
固
有
の
性
格
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
国
使
と
は
別
個
に
、
郡
郷
司
単
独
で
、
又
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
は
在
地
刀
彌
と
と
も
に
な
さ
れ
た
職
務
に
つ
い
て
先
に
検
討
す
る
。
　
第
一
に
、
荘
園
・
私
領
立
券
が
あ
げ
ら
れ
る
。
当
該
期
の
立
券
文
は
多
く
郡
郷
司
・
刀
彌
の
連
署
が
な
さ
れ
そ
の
場
合
国
使
の
署
名
が
見
ら
れ
な
い
点
、
十
ご
世
紀
の
荘
園
立
券
文
と
異
な
る
。
大
僧
正
雅
慶
領
大
和
国
添
上
郡
今
木
荘
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
券
は
、
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
十
二
月
口
郡
郷
司
あ
て
大
僧
正
房
帖
を
う
け
　
　
　
（
田
）
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
当
荘
を
め
ぐ
る
東
大
寺
と
雅
慶
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雅
慶
）
相
論
の
際
、
添
上
郡
司
が
東
大
寺
に
「
彼
房
使
威
儀
師
隆
万
（
人
名
略
）
等
及
数
多
人
人
、
暗
作
文
書
、
強
責
可
進
署
名
之
由
、
価
不
堪
苛
青
、
為
避
身
恥
、
所
　
　
（
6
2
V
進
署
名
也
」
と
弁
明
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
不
当
な
行
為
で
あ
る
が
、
一
般
的
手
続
と
し
て
は
、
荘
園
領
主
の
使
が
郡
郷
司
の
許
へ
直
接
赴
き
、
郡
郷
司
が
当
該
田
地
の
帰
属
を
確
認
し
た
上
で
立
券
文
に
署
名
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
長
元
六
年
（
一
〇
三
三
）
三
月
十
日
山
域
国
紀
伊
郡
司
（
6
3
）
解
は
権
大
納
言
家
領
石
原
田
畠
を
立
券
す
る
も
の
で
郡
司
解
の
形
を
と
り
な
が
ら
郡
司
・
刀
彌
が
連
署
し
て
い
る
。
こ
の
立
券
も
「
件
御
領
便
田
、
依
有
　
仰
事
、
立
券
進
之
状
如
件
」
と
あ
る
よ
う
に
権
大
納
言
の
命
に
よ
り
な
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）
こ
の
二
例
は
共
に
便
田
を
立
券
し
た
も
の
で
即
ち
公
田
で
あ
り
、
こ
の
立
券
に
よ
り
直
ち
に
官
物
臨
時
雑
役
が
免
除
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
閏
正
月
の
伊
賀
国
名
張
郡
深
観
房
名
立
券
は
・
国
宛
の
大
僧
都
臨
レ
　
　
　
　
（
6
6
V
　
　
　
　
　
（
6
7
）
郡
司
宛
の
国
符
↓
郡
司
請
文
（
刀
彌
連
署
の
郡
司
解
〉
と
い
う
手
続
よ
っ
て
な
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銘
）
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
「
随
開
得
、
令
弁
済
所
当
官
物
」
「
依
開
発
功
、
被
免
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）
除
地
子
井
臨
時
雑
役
」
と
さ
れ
、
同
十
七
日
に
は
庁
宣
に
よ
り
官
物
も
免
除
さ
れ
た
。
し
か
し
国
司
検
田
権
は
排
除
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
後
に
国
守
藤
原
公
則
が
「
箭
川
御
庄
更
無
宛
課
雑
事
（
中
略
）
又
検
田
使
入
検
事
、
更
候
何
煩
（
7
1
）
哉
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
　
以
上
、
荘
園
領
主
の
得
た
権
利
に
よ
っ
て
国
守
が
立
券
に
介
在
す
る
場
合
と
し
な
い
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
立
券
文
に
国
使
の
署
名
は
み
ら
れ
ず
、
郡
司
・
刀
彌
の
み
に
よ
る
立
券
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
当
該
期
の
国
衙
が
国
内
土
地
所
有
へ
の
統
制
を
行
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
理
解
で
き
る
。
即
ち
、
当
該
期
は
、
公
券
に
よ
る
売
買
が
消
滅
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）
私
券
に
よ
る
売
買
が
出
現
す
る
時
期
に
あ
た
る
。
私
券
売
買
に
お
け
る
在
地
証
判
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地
所
有
権
の
移
動
に
お
け
る
保
証
機
能
は
新
た
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）
在
地
に
形
成
さ
れ
た
在
地
共
同
組
織
を
基
盤
に
な
さ
れ
て
い
る
。
荘
園
・
私
領
王朝国家期における国衙国内支配の構造と特質55
立
券
文
に
お
け
る
郡
司
・
刀
彌
の
連
署
は
か
か
る
状
況
か
ら
理
解
し
う
る
。
即
ち
、
私
領
の
立
券
は
本
来
的
に
、
収
取
の
側
面
を
支
配
の
基
調
と
す
る
国
衙
の
統
制
下
に
な
さ
れ
る
職
務
で
は
な
く
、
臨
時
雑
役
免
除
な
ど
国
衙
の
賦
課
と
関
わ
る
場
合
に
の
み
、
国
衙
の
命
令
下
に
立
券
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
十
二
世
紀
に
お
け
る
立
券
文
が
、
荘
園
領
主
の
使
・
国
使
・
郡
郷
司
・
荘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）
司
な
ど
が
連
署
す
る
形
式
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
国
使
の
署
判
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
十
二
世
紀
の
右
の
形
式
で
行
わ
れ
る
荘
園
立
券
が
一
定
領
域
内
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）
国
衙
行
政
権
を
割
譲
す
る
性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
当
該
期
の
立
券
は
先
の
三
例
の
よ
う
に
多
く
は
国
衙
行
政
権
を
完
全
に
排
除
し
う
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
郡
郷
司
・
刀
彌
に
よ
る
領
有
関
係
の
確
認
と
地
子
そ
の
地
の
得
分
権
の
保
証
で
足
り
た
の
で
あ
る
。
郡
郷
司
は
、
在
地
秩
序
を
背
景
に
も
っ
在
地
の
諸
権
利
の
保
証
者
た
る
性
格
を
有
し
、
こ
れ
に
よ
り
国
衙
と
は
一
応
別
個
に
機
能
す
る
公
的
機
関
と
さ
れ
た
と
考
え
る
。
当
該
期
の
譲
　
　
　
（
7
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）
状
へ
の
証
判
、
私
領
主
・
荘
園
領
主
の
地
子
収
取
の
保
証
も
右
の
機
能
か
ら
理
解
し
う
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
保
力
）
　
次
に
相
論
勘
申
を
挙
げ
る
。
口
三
年
（
一
〇
七
六
）
十
月
十
三
日
の
伊
賀
国
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
°
°
名
張
郡
司
井
刀
彌
等
解
案
は
、
国
司
庁
宣
に
よ
り
、
大
中
臣
助
信
の
私
田
畠
と
薬
師
寺
別
当
隆
経
領
と
の
位
置
関
係
を
勘
申
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
清
　
（
北
力
）
友
か
口
大
木
為
堺
巳
了
」
と
あ
る
よ
う
に
現
地
の
見
聞
に
基
き
、
田
所
の
勘
申
が
免
除
に
伴
う
文
書
審
査
で
あ
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
　
第
三
に
検
断
に
お
け
る
日
記
・
証
判
。
長
元
四
年
（
一
〇
二
一
）
六
月
口
日
左
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）
看
督
長
清
原
兼
時
解
は
、
逃
亡
し
た
囚
人
を
伊
賀
国
阿
拝
郡
で
討
ち
と
り
、
自
ら
の
失
囚
の
罪
の
免
除
を
検
非
違
使
庁
に
申
請
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
阿
拝
郡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
逃
囚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
）
に
下
向
し
た
兼
時
が
「
追
捕
之
問
、
件
頼
平
日
以
兵
佼
射
戦
之
間
、
同
月
廿
八
日
頼
平
中
矢
死
去
了
、
伍
兼
時
刎
頸
請
在
地
郡
司
証
判
進
上
」
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
即
ち
、
左
看
督
長
兼
時
は
追
捕
完
了
に
際
し
在
地
郡
司
に
直
接
証
判
を
請
い
使
庁
に
証
拠
と
し
て
提
出
し
た
の
だ
が
、
そ
の
際
史
料
か
ら
見
る
限
り
国
司
－
国
使
を
介
在
さ
せ
て
い
な
い
。
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
二
月
八
日
播
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）
磨
国
大
豫
播
万
貞
成
解
に
お
い
て
、
貞
成
が
検
非
違
使
庁
に
対
し
て
従
者
近
正
の
無
罪
を
申
し
立
て
た
際
「
此
程
（
近
正
の
馬
が
盗
品
で
な
い
こ
と
1
筆
者
ー
）
已
在
地
郡
司
・
刀
彌
皆
所
見
知
」
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
そ
の
証
言
が
在
地
秩
序
内
に
あ
る
こ
と
に
基
き
、
ま
た
、
国
司
は
介
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
う
る
。
長
保
元
年
（
九
九
九
）
八
月
の
城
下
郡
東
郷
早
米
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）
使
（
n
国
使
）
藤
原
良
信
殺
害
事
件
に
お
い
て
は
「
郡
司
井
刀
禰
等
申
詞
記
」
が
国
守
源
孝
道
に
提
出
さ
れ
、
郡
司
・
刀
禰
が
国
司
の
指
揮
下
で
勘
糺
・
証
申
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
国
内
で
起
き
た
事
件
に
つ
い
て
国
司
が
追
捕
を
行
う
場
合
は
郡
郷
司
は
そ
の
統
率
下
に
機
能
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
に
よ
り
次
の
二
点
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
国
司
・
検
非
違
使
双
方
に
直
接
申
詞
記
・
証
判
が
提
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
郡
郷
司
が
必
ず
し
も
国
司
ー
国
使
の
統
率
下
に
機
能
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
事
件
に
よ
り
異
な
る
検
断
・
追
捕
主
体
に
対
し
て
等
し
く
機
能
し
た
こ
と
、
第
二
に
郡
郷
司
の
職
務
が
在
地
秩
序
内
に
あ
っ
て
在
地
に
発
生
す
る
諸
事
件
を
悉
知
す
る
存
在
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
く
こ
と
、
で
あ
る
。
　
以
上
の
諸
機
能
は
い
つ
れ
も
国
衙
行
政
権
の
執
行
と
は
次
元
を
異
に
す
る
公
的
機
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
う
る
と
思
う
。
斉
藤
利
男
氏
は
右
の
機
能
す
べ
て
を
国
使
指
揮
下
に
お
け
る
国
衙
行
使
権
執
行
と
看
倣
さ
れ
た
。
し
か
し
前
項
で
み
た
よ
う
に
国
衙
行
政
執
行
権
は
国
使
が
有
す
る
。
郡
郷
司
の
機
能
は
当
該
期
新
た
に
生
成
さ
れ
て
き
た
諸
権
利
（
私
領
主
権
等
）
の
保
証
に
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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更
に
第
四
の
職
務
と
し
て
開
発
申
請
に
対
す
る
調
査
、
国
司
の
命
に
よ
る
開
発
権
の
分
付
を
付
け
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
例
と
し
て
寛
弘
九
年
（
一
〇
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）
二
）
正
月
二
十
ご
日
和
泉
国
符
案
に
み
ら
れ
る
大
小
田
堵
へ
の
分
付
、
永
承
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）
年
（
一
〇
四
九
）
閏
正
月
三
日
の
名
張
郡
司
あ
て
伊
賀
国
符
案
に
み
ら
れ
る
禅
林
寺
座
主
深
観
領
箭
川
常
荒
田
開
発
命
令
、
承
保
二
年
（
一
〇
七
五
）
の
播
磨
国
赤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
困
）
穂
郡
司
秦
為
辰
に
よ
る
久
富
保
開
発
が
挙
げ
ら
れ
る
。
開
発
認
可
権
は
、
令
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
V
下
既
に
国
司
が
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
当
該
期
に
お
い
て
も
国
司
が
掌
握
し
て
い
る
。
当
該
期
の
認
可
・
分
付
手
続
に
お
け
る
郡
郷
司
の
役
割
を
伊
藤
正
義
氏
は
前
記
の
事
例
よ
り
開
発
申
請
の
第
一
次
受
理
、
国
司
・
国
衙
へ
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）
の
調
査
報
告
と
さ
れ
た
。
即
ち
国
司
の
有
す
る
開
発
権
の
執
行
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
前
記
三
機
能
が
必
ず
し
も
国
司
行
政
権
の
執
行
を
意
味
し
な
か
っ
た
の
と
異
り
、
郡
郷
司
が
固
有
に
有
す
る
唯
一
の
国
衙
行
政
執
行
権
と
い
え
る
。
そ
の
執
行
形
態
は
、
和
泉
の
例
に
み
ら
れ
る
開
発
坪
の
耕
作
権
調
査
・
指
定
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）
箭
川
庄
に
お
け
る
荘
園
領
主
に
分
付
さ
れ
た
開
発
権
の
形
式
的
保
証
、
秦
為
辰
の
場
合
の
分
付
権
執
行
者
と
開
発
主
体
の
一
致
な
ど
、
開
発
主
体
の
性
格
・
動
向
、
郡
郷
司
側
の
政
治
的
・
経
済
的
条
件
に
よ
り
多
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
第
三
の
關
発
主
体
ー
郡
郷
司
の
ケ
ー
ス
は
国
司
の
一
国
規
模
支
配
権
を
内
側
か
ら
切
り
崩
す
要
因
と
な
り
う
る
も
の
で
重
要
だ
が
、
三
者
は
共
通
し
て
前
記
の
三
機
能
と
同
様
在
地
耕
作
関
係
及
び
開
発
に
よ
り
得
ら
れ
る
私
領
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）
権
の
保
証
機
能
の
一
環
と
し
て
理
解
し
得
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
　
さ
て
、
以
上
の
郡
郷
司
の
職
掌
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
郡
郷
司
に
よ
る
国
使
補
佐
の
理
解
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
先
に
免
除
の
国
符
・
庁
宣
が
郡
郷
司
宛
に
発
給
さ
れ
た
こ
と
を
見
た
が
、
郡
郷
司
の
免
除
執
行
と
は
国
使
入
部
の
際
こ
れ
を
　
（
8
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）
「
制
止
」
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
坪
々
の
納
入
先
が
多
数
に
わ
た
り
、
耕
地
の
錯
甫
状
態
が
甚
し
い
当
時
に
あ
っ
て
は
、
国
使
の
負
名
支
配
に
は
か
く
の
如
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）
存
在
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
周
知
の
検
田
図
師
の
職
務
も
、
現
実
の
一
筆
一
筆
の
田
地
を
肝
階
を
誤
ら
ず
画
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
こ
で
十
一
世
紀
後
半
に
み
ら
れ
る
郡
郷
司
の
官
物
請
負
い
開
徴
税
機
能
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
安
芸
国
高
田
郡
司
藤
原
氏
の
場
合
が
著
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
従
来
は
郷
司
の
郷
全
域
の
私
領
化
・
在
地
領
主
的
郡
郷
司
の
成
立
が
　
　
　
　
（
9
2
）
説
か
れ
て
き
た
。
官
物
請
負
い
に
よ
り
私
領
を
買
得
し
、
こ
の
集
積
私
領
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）
「
郷
務
執
行
」
権
と
が
不
可
分
の
形
で
譲
与
相
伝
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
郷
内
全
域
の
私
領
化
に
よ
る
排
他
的
徴
税
権
を
獲
得
し
て
い
る
と
は
看
倣
し
難
い
こ
と
は
、
同
時
期
、
同
郷
内
に
同
様
の
徴
税
請
負
い
私
領
簗
積
を
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
規
模
に
行
う
丹
治
近
恒
の
存
在
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
売
得
私
領
の
分
布
形
態
及
び
代
納
者
間
の
私
領
売
買
の
事
実
は
こ
の
官
物
代
納
行
為
が
郷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）
内
徴
税
範
囲
の
分
割
と
い
っ
た
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。
こ
の
安
芸
国
高
田
郡
の
場
合
官
物
代
納
に
よ
り
、
国
使
の
負
名
直
接
支
配
機
能
が
、
大
き
く
後
退
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
徴
税
が
郡
郷
司
の
固
有
の
職
権
と
は
看
倣
し
難
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
彼
ら
の
私
領
経
営
は
著
し
く
不
安
定
で
あ
り
官
物
未
進
す
れ
ぽ
国
使
の
勘
責
を
受
け
　
　
　
　
　
（
9
6
）
る
存
在
で
あ
っ
た
。
私
領
集
積
と
官
物
代
納
と
の
結
合
は
、
国
使
の
一
国
支
配
を
蚕
食
す
る
要
因
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
権
限
・
経
営
と
も
に
脆
弱
で
あ
り
、
こ
れ
の
み
で
は
、
国
使
一
国
支
配
に
代
わ
り
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
以
上
で
、
当
該
期
の
郡
郷
司
の
職
務
内
容
の
分
析
を
終
え
る
。
「
所
」
・
国
使
が
、
国
司
の
負
名
体
制
に
基
く
一
国
規
模
支
配
原
理
を
具
現
し
た
の
に
対
し
、
郡
郷
司
の
雑
多
な
形
で
現
わ
れ
る
公
的
機
能
は
共
通
し
て
新
た
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
在
地
秩
序
を
背
景
に
、
在
地
の
錯
綜
す
る
各
階
層
の
権
利
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
国
使
統
率
下
に
お
け
る
国
衙
行
政
執
行
権
の
側
面
に
関
王朝国家期における国衙国内支配の構造と特質57
し
て
は
無
権
限
と
い
え
る
が
、
む
し
ろ
国
衙
の
行
政
機
能
以
外
の
面
で
、
国
衙
の
統
率
外
の
機
能
を
有
し
た
こ
と
、
そ
の
異
質
性
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
両
者
の
異
質
性
（
そ
の
顕
現
形
態
は
地
域
的
差
異
が
甚
し
い
）
が
、
こ
れ
以
後
の
国
衙
国
内
支
配
体
制
の
展
開
を
規
定
す
る
要
素
と
な
る
も
の
と
考
え
る
。
お
わ
り
に
　
王
朝
国
家
期
の
国
衙
の
支
配
原
理
は
国
司
に
よ
る
負
名
体
制
を
基
礎
と
す
る
一
国
規
模
の
均
質
な
支
配
の
遂
行
に
あ
っ
た
。
こ
の
原
理
は
在
地
レ
ベ
ル
の
土
地
所
有
と
現
実
の
経
営
を
把
握
す
る
要
素
が
欠
落
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
支
配
原
理
の
実
現
に
最
も
適
合
す
る
機
構
と
し
て
、
「
所
」
及
び
国
使
が
国
司
直
属
の
機
関
と
し
て
編
成
さ
れ
た
。
即
ち
、
国
使
は
検
田
・
収
納
等
、
部
門
別
に
派
遣
さ
れ
、
「
所
」
も
こ
れ
に
対
応
す
る
形
で
部
門
別
に
設
置
さ
れ
一
国
規
模
の
数
量
的
把
握
（
賦
課
田
数
・
見
作
田
数
、
所
当
額
・
所
済
額
）
を
行
っ
た
。
こ
の
部
門
別
編
成
は
、
国
使
・
「
所
」
が
と
も
に
国
司
直
属
機
関
で
あ
る
こ
と
、
国
使
の
非
在
地
的
性
格
と
と
も
に
、
当
該
期
の
国
衙
機
構
が
国
司
に
よ
る
一
国
規
模
の
均
質
な
支
配
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
郡
郷
司
等
を
媒
介
と
し
な
い
非
重
層
的
支
配
体
系
と
い
え
、
荘
園
公
領
制
的
支
配
体
系
が
一
定
領
域
を
単
位
と
す
る
重
層
的
支
配
体
系
「
職
」
の
体
系
ー
で
あ
っ
た
こ
と
と
対
比
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
所
」
・
国
使
に
よ
る
一
国
支
配
は
一
見
強
力
で
あ
る
が
在
地
把
握
に
お
い
て
は
甚
だ
粗
漏
な
も
の
と
言
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
在
地
秩
序
を
背
景
に
も
つ
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
た
郡
郷
司
の
補
佐
に
よ
り
円
滑
に
実
現
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
国
規
模
の
国
内
支
配
が
「
所
」
・
国
使
と
郡
郷
司
（
及
び
在
地
刀
禰
）
と
い
う
異
質
な
権
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
立
し
て
い
た
点
が
当
該
期
の
国
内
支
配
の
特
質
で
あ
り
、
荘
園
公
領
制
的
重
層
的
支
配
体
系
を
準
備
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
う
る
と
考
え
る
。
　
荘
園
公
領
制
下
、
各
単
位
所
領
に
対
す
る
支
配
は
個
々
の
領
主
単
独
で
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
7
）
を
な
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、
た
め
に
重
層
的
支
配
体
系
が
形
成
さ
れ
た
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
す
る
理
解
が
一
般
化
し
て
い
る
。
こ
の
支
配
体
系
内
の
国
衙
機
構
の
あ
り
方
及
び
そ
こ
へ
の
移
行
過
程
に
つ
い
て
全
面
的
に
論
じ
る
能
力
は
筆
者
に
は
な
い
が
、
本
稿
の
考
察
結
果
に
も
と
づ
き
、
次
の
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
　
先
学
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
通
り
荘
園
公
領
制
の
進
展
に
と
も
な
い
荘
公
を
超
越
す
る
高
権
の
成
立
が
要
請
さ
れ
た
が
、
保
元
新
制
は
こ
の
よ
う
な
高
権
の
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）
立
の
大
き
な
画
期
と
看
倣
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
国
衙
は
国
衙
領
支
配
機
構
た
る
側
面
と
と
も
に
、
荘
公
双
方
を
支
配
す
る
国
家
公
権
を
担
う
機
関
た
る
性
格
を
も
有
し
、
具
体
的
に
は
大
田
文
の
作
成
・
一
国
平
均
役
の
徴
　
　
　
　
　
（
0
0
1
）
収
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
の
大
田
文
の
記
載
に
つ
い
て
は
近
年
誉
田
慶
信
氏
が
国
衙
領
内
部
の
所
領
構
成
の
実
態
の
分
析
に
よ
り
、
こ
れ
が
高
度
な
政
治
的
作
業
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
国
衙
領
内
部
の
所
領
構
成
と
は
別
次
元
の
も
の
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
大
田
文
の
作
成
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
）
多
く
田
所
・
税
所
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
荘
園
公
領
制
形
成
に
と
も
な
い
、
国
使
に
よ
る
一
国
規
模
直
接
支
配
が
分
断
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
、
よ
り
抽
象
的
な
形
で
田
所
・
税
所
が
一
国
レ
ベ
ル
の
把
握
機
能
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
を
看
取
し
う
る
。
こ
の
よ
う
な
国
衙
諸
機
能
は
当
該
期
に
お
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
ー
）
て
は
世
襲
化
・
「
職
」
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
国
衙
領
支
配
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
誉
田
氏
は
当
該
期
の
国
衙
領
の
所
領
構
成
に
つ
い
て
、
給
免
田
と
領
域
性
を
有
す
る
郡
郷
の
二
種
の
別
次
元
の
所
領
が
同
時
に
存
在
し
た
と
さ
れ
た
。
氏
は
こ
の
給
免
田
を
重
視
さ
れ
、
一
筆
一
筆
の
土
地
所
有
と
は
次
元
の
異
な
る
所
領
で
あ
る
こ
と
、
給
免
田
設
定
に
は
国
衙
在
庁
の
権
力
編
成
と
い
う
政
治
的
意
味
を
有
す
る
場
合
が
あ
り
免
田
が
在
庁
官
人
・
供
僧
・
神
官
の
政
治
的
58
統
合
の
物
的
基
盤
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
さ
れ
た
。
．
郡
郷
と
の
相
互
連
関
等
更
に
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
多
い
が
、
当
該
期
の
国
衙
機
構
が
大
田
文
に
み
ら
れ
る
如
き
別
名
領
主
の
共
同
権
力
機
関
で
あ
る
と
す
る
従
来
の
所
説
に
再
検
討
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
述
べ
た
通
り
王
朝
国
家
期
の
国
内
支
配
は
異
質
な
二
つ
の
要
素
と
な
っ
て
い
た
が
、
複
雑
な
様
相
を
見
せ
る
こ
の
二
要
素
の
展
開
の
一
つ
の
帰
結
と
し
て
、
右
の
如
き
国
衙
領
支
配
体
制
を
理
解
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
在
庁
等
の
権
力
編
成
の
問
題
も
国
衙
機
構
の
よ
り
具
体
的
な
検
討
に
よ
り
迫
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
る
。
　
以
上
雑
駁
な
記
述
に
終
姶
し
、
残
さ
れ
た
課
題
は
余
り
に
多
い
が
、
こ
こ
で
摺
筆
す
る
こ
と
と
す
る
。
駐
（
1
）
　
王
朝
国
家
概
念
を
用
い
た
代
表
的
論
著
に
坂
本
賞
三
『
日
本
王
朝
国
家
体
制
　
論
』
（
一
九
七
二
年
）
が
あ
る
。
高
尾
一
彦
氏
（
「
荘
園
と
公
領
」
ー
歴
史
学
研
究
会
・
ー
日
本
史
研
究
会
編
『
日
本
歴
史
講
座
』
第
二
巻
所
収
、
一
九
五
六
年
）
以
来
の
研
究
　
史
に
つ
い
て
は
森
田
悌
『
研
究
史
王
朝
国
家
』
（
一
九
八
〇
年
）
参
照
。
（
2
）
　
高
田
実
「
中
世
初
期
の
国
衙
機
講
と
郡
司
層
」
（
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
　
『
史
学
研
究
』
六
六
、
一
九
六
八
年
）
、
米
田
雄
介
「
在
庁
官
人
制
の
成
立
」
（
『
日
本
　
史
研
究
』
一
一
八
、
一
九
七
一
年
、
後
『
郡
司
の
研
究
』
一
九
七
六
年
、
に
再
録
）
、
　
泉
谷
康
夫
「
平
安
時
代
に
お
け
る
国
衙
機
講
の
変
化
」
（
『
古
代
文
化
』
三
一
六
、
一
　
九
七
七
年
）
、
飯
沼
賢
司
「
在
庁
宮
人
制
成
立
の
一
視
角
」
（
『
日
本
社
会
史
研
究
』
　
二
〇
、
一
九
七
九
年
）
、
中
原
俊
章
「
在
庁
官
人
制
の
成
立
と
展
開
」
（
永
島
福
太
郎
　
先
生
退
職
記
念
『
日
本
歴
史
の
構
造
と
展
開
』
一
九
八
三
年
所
収
）
な
ど
。
（
3
）
　
石
母
田
正
『
中
世
的
世
界
の
形
成
』
第
四
章
第
二
節
（
一
九
五
〇
年
）
、
大
山
喬
　
平
「
国
衙
領
に
お
け
る
領
主
制
の
形
成
」
（
『
史
林
』
四
三
－
一
、
一
九
六
〇
年
、
『
日
　
本
中
世
農
村
史
の
研
究
』
一
九
七
八
年
に
再
録
）
、
河
音
能
平
「
日
本
封
建
国
家
の
　
成
立
を
め
ぐ
る
二
つ
の
階
級
」
（
『
日
本
史
研
究
』
六
〇
・
六
二
、
一
九
六
二
年
、
　
『
中
世
封
建
制
成
立
史
論
』
一
九
七
一
年
に
再
録
）
な
ど
。
（
4
）
　
義
江
彰
夫
、
関
幸
彦
両
氏
は
十
一
世
紀
中
葉
以
降
を
留
守
所
に
よ
り
国
務
の
実
　
質
が
行
わ
れ
る
段
階
と
さ
れ
、
こ
の
段
階
を
も
っ
て
在
庁
官
人
制
の
成
立
を
説
か
れ
　
る
。
義
江
「
国
衙
支
配
の
展
開
」
（
新
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
古
代
四
、
一
九
七
　
六
年
、
『
鎌
倉
幕
府
地
頭
職
成
立
史
の
研
究
』
一
九
七
八
年
、
に
再
録
。
関
「
『
在
国
　
司
職
』
成
立
に
関
す
る
覚
書
」
（
学
習
院
大
学
文
学
部
『
研
究
年
報
』
二
五
、
一
九
　
七
八
年
度
）
し
か
し
同
様
の
傾
向
は
否
定
で
き
な
い
。
（
5
）
　
大
石
直
正
「
平
安
時
代
の
郡
郷
の
収
納
所
・
検
田
所
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古
　
代
・
中
世
史
の
地
方
的
展
開
』
一
九
七
三
年
）
、
以
下
本
稿
に
お
け
る
大
石
氏
の
見
　
解
は
特
に
こ
と
わ
ら
ぬ
限
り
、
全
て
こ
れ
に
よ
る
。
（
6
）
　
坂
本
賞
三
前
掲
書
第
二
編
第
三
章
、
終
章
、
な
ど
。
（
7
）
　
入
間
田
「
鎌
倉
前
期
に
お
け
る
領
主
的
土
地
所
有
と
『
百
姓
』
支
配
の
特
質
」
　
（
歴
史
学
研
究
別
冊
特
集
『
歴
史
認
識
に
お
け
る
人
民
闘
争
の
視
点
』
一
九
七
二
年
）
。
　
以
下
こ
と
わ
ら
ぬ
限
り
入
間
田
氏
の
見
解
は
全
て
こ
れ
に
よ
る
。
（
8
）
　
荘
園
公
領
制
概
念
に
つ
い
て
は
綱
野
善
彦
「
荘
園
公
領
制
の
形
成
と
構
造
」
　
（
竹
内
理
三
編
『
土
地
制
度
史
』
1
、
体
系
日
本
史
叢
書
六
、
一
九
七
三
年
）
参
照
。
近
年
の
研
究
で
は
五
味
文
彦
「
荘
園
公
領
制
の
再
生
産
構
造
」
（
『
日
本
経
済
史
を
学
　
ぷ
』
ω
　
古
代
・
中
世
一
九
八
二
年
）
。
（
9
）
　
斉
藤
「
十
一
～
十
二
世
紀
の
郡
司
・
刀
称
と
国
衙
支
配
」
（
「
日
本
史
研
究
』
二
　
〇
五
、
一
九
七
九
年
）
田
村
「
十
・
十
一
世
紀
に
お
け
る
国
衙
支
配
の
一
様
相
」
（
『
民
　
衆
史
研
究
』
一
八
、
一
九
八
〇
年
）
、
同
「
十
一
・
十
二
世
紀
大
和
国
に
お
け
る
国
　
衙
領
支
配
と
興
福
寺
」
（
『
古
文
書
研
究
』
一
九
、
一
九
八
二
年
）
。
以
下
本
稿
に
お
゜
　
け
る
斉
藤
氏
の
見
解
は
全
て
こ
れ
に
よ
る
。
（
1
0
）
　
受
領
国
司
（
以
下
単
に
国
司
と
い
う
場
合
は
受
領
国
司
を
さ
す
）
の
派
遣
す
る
使
　
の
総
称
と
し
て
用
い
る
。
史
料
上
検
田
使
・
収
納
使
・
国
使
・
幹
了
之
使
等
々
と
見
　
え
る
も
の
を
含
む
。
（
1
1
）
　
王
朝
国
家
体
制
の
成
立
に
よ
り
対
中
央
関
係
の
機
構
も
整
備
さ
れ
る
。
勝
山
清
次
「
『
弁
済
使
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
五
〇
・
一
五
一
合
併
号
、
王朝国家期における国衙国内支配の構造と特質59
　
一
九
七
五
年
）
参
照
。
ま
た
当
該
期
の
国
衙
軍
制
に
つ
い
て
は
下
向
井
竜
彦
「
王
朝
国
家
国
衙
軍
制
の
構
造
と
展
開
」
（
『
史
学
研
究
』
一
五
一
、
一
九
八
一
年
）
等
を
参
照
。
（
1
2
）
　
個
々
の
制
度
的
変
遷
等
、
当
該
期
の
諸
事
象
に
つ
い
て
は
豊
か
な
研
究
を
有
す
　
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
必
要
最
少
限
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。
甚
だ
雑
駁
な
論
述
と
　
な
る
が
御
宥
恕
願
い
た
い
。
（
1
3
）
　
日
本
思
想
大
系
八
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
（
1
4
）
　
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
1
5
）
　
古
く
は
竹
内
理
三
「
在
庁
官
人
の
武
士
化
」
（
竹
内
編
『
日
本
封
建
制
立
史
の
　
研
究
』
一
九
五
五
年
、
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
』
∬
、
一
九
五
八
年
、
に
再
録
。
一
　
九
三
七
年
『
史
学
雑
誌
』
四
八
ー
六
に
「
武
士
発
生
史
上
に
於
け
る
在
庁
と
留
守
所
　
の
研
究
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
）
、
吉
村
茂
樹
『
国
司
制
度
崩
壊
に
関
す
る
研
究
』
（
一
九
五
七
年
）
四
二
四
頁
以
下
が
あ
る
。
（
1
6
）
　
義
江
註
（
4
）
論
文
、
高
田
（
2
）
論
文
。
受
領
国
司
に
よ
る
任
用
国
司
の
権
限
吸
　
収
に
つ
い
て
は
、
泉
谷
康
夫
「
受
領
国
司
と
任
用
国
司
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
一
六
、
　
一
九
七
四
年
）
、
富
田
正
弘
「
平
安
時
代
に
お
け
る
国
司
文
書
に
つ
い
て
」
（
京
都
府
　
立
総
合
資
料
館
『
資
料
館
紀
要
』
四
、
一
九
七
五
年
）
参
照
。
但
し
、
西
別
府
元
日
　
氏
に
よ
り
承
和
期
に
お
け
る
国
司
官
長
の
行
政
権
拡
大
が
、
ま
た
森
田
悌
、
佐
藤
宗
　
諄
両
氏
に
よ
っ
て
「
所
」
の
九
世
紀
に
お
け
る
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
　
上
記
二
点
の
み
で
は
王
朝
国
家
期
に
お
け
る
国
衙
機
構
再
編
を
説
き
得
な
い
。
（
西
　
別
府
「
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
国
政
基
調
の
転
換
に
つ
い
て
」
1
『
日
本
史
研
究
』
　
一
六
九
、
一
九
七
六
年
、
佐
藤
「
律
令
的
地
方
支
配
機
構
の
変
質
」
1
『
平
安
前
期
　
政
治
史
序
説
』
一
九
七
七
年
、
森
田
「
地
方
行
政
機
構
に
つ
い
て
の
考
察
」
1
『
平
　
安
時
代
政
治
史
研
究
』
一
九
七
八
年
）
。
（
1
7
）
　
出
納
所
は
所
見
が
少
な
く
設
置
形
態
が
不
明
な
の
で
考
察
か
ら
除
外
し
た
。
収
　
納
所
類
似
の
機
能
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
十
二
月
丹
　
波
国
高
律
郷
司
解
（
九
条
家
本
延
喜
式
巻
二
裏
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
八
七
九
号
、
以
　
下
、
平
1
八
七
九
と
略
す
）
、
康
平
元
年
（
一
〇
五
八
）
十
一
月
近
江
国
雑
掌
秦
安
成
解
（
東
南
院
文
書
二
ー
二
、
平
－
九
二
〇
）
、
『
時
範
記
』
（
『
書
陵
部
紀
要
』
一
四
）
承
　
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
三
月
二
日
条
な
ど
に
見
え
る
。
（
1
8
V
　
柞
原
八
幡
宮
文
書
（
平
－
三
三
八
）
（
1
9
）
　
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
五
月
六
日
東
大
寺
僧
覚
仁
・
伊
賀
国
目
代
中
原
利
宗
問
注
記
案
（
東
大
寺
文
書
四
－
九
〇
、
平
i
二
六
六
四
）
（
2
0
）
紀
伊
国
郡
許
院
収
納
米
帳
進
未
勘
文
（
九
条
家
本
延
喜
式
巻
八
裏
文
書
、
平
－
　
六
七
二
）
、
本
文
書
は
園
田
香
融
氏
の
復
原
に
よ
り
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
の
収
納
　
米
帳
（
丙
帳
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
）
と
二
通
の
進
未
勘
文
（
期
後
損
益
帳
－
甲
帳
、
　
乙
帳
）
と
か
ら
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
同
氏
「
古
代
末
期
の
あ
る
徴
税
文
　
書
」
（
『
史
泉
』
三
〇
、
一
九
六
五
年
、
後
『
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
』
一
九
八
一
　
年
、
に
再
録
）
。
本
文
に
掲
げ
た
の
は
乙
帳
（
永
承
四
年
八
月
二
十
一
日
以
降
作
成
）
　
の
冒
頭
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
薗
田
氏
が
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
原
文
書
に
よ
り
校
　
合
し
た
も
の
（
同
著
書
所
収
）
を
用
い
た
。
ま
た
本
文
書
に
つ
い
て
は
勝
山
清
次
「
紀
　
伊
国
名
草
郡
郡
許
院
収
納
米
帳
と
進
未
勘
文
に
つ
い
て
」
（
『
三
重
大
学
教
育
学
部
研
　
究
紀
要
』
三
三
、
一
九
八
二
年
）
が
あ
る
。
（
2
1
）
　
史
料
A
に
は
「
郡
司
・
郷
司
・
加
納
田
司
」
と
あ
る
が
、
天
治
三
年
（
一
一
二
　
六
）
正
月
伊
賀
国
名
張
郡
司
解
案
（
根
津
美
術
館
所
蔵
文
書
、
平
ー
二
〇
五
八
）
・
天
　
養
元
年
（
一
一
四
四
）
十
月
二
十
日
鳥
羽
院
庁
下
文
案
（
狩
野
亨
吉
氏
所
蔵
文
書
、
平
　
ー
二
五
四
一
）
に
よ
り
、
同
じ
伊
賀
国
名
張
郡
に
お
い
て
収
納
使
・
収
納
所
が
郡
結
　
解
を
作
成
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
郡
郷
司
も
郡
郷
収
納
所
構
成
員
と
な
り
う
る
　
者
で
あ
り
、
本
文
の
様
に
解
釈
し
う
る
。
（
2
2
）
　
発
給
さ
れ
た
徴
符
は
返
抄
と
同
様
の
機
能
を
も
つ
。
従
っ
て
「
所
済
」
の
項
の
　
資
料
と
も
な
り
う
る
。
（
2
3
）
　
丙
帳
に
み
ら
れ
る
材
木
は
原
文
欠
落
の
た
め
納
入
先
は
不
明
た
が
勝
山
氏
の
推
　
定
さ
れ
る
通
り
平
井
津
で
あ
ろ
う
。
註
（
2
0
）
論
稿
参
照
。
（
2
4
）
　
高
田
註
（
2
）
論
文
（
2
5
）
　
大
石
直
正
「
平
安
時
代
後
期
の
徴
税
機
構
と
荘
園
制
」
（
東
北
学
院
大
学
論
集
　
『
歴
史
学
・
地
理
学
』
　
一
、
　
一
九
⊥
ハ
○
年
）
60
（
2
6
）
　
東
大
寺
文
書
四
ー
二
（
平
－
二
七
九
）
、
尚
、
大
覚
寺
文
書
天
長
六
年
（
八
二
九
）
二
　
月
十
日
日
根
秋
友
解
の
庁
判
に
田
所
官
人
が
み
え
る
が
明
ら
か
に
偽
文
書
で
あ
る
。
　
鈴
木
茂
男
「
紀
伊
国
持
田
庄
図
考
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
九
、
一
九
七
五
年
）
（
2
7
）
　
『
日
本
王
朝
国
家
体
制
論
』
第
一
編
第
一
章
。
ま
た
平
田
歌
二
「
十
世
紀
の
土
　
地
制
度
に
つ
い
て
」
（
関
晃
先
生
還
暦
記
念
『
日
本
古
代
史
研
究
』
一
九
八
〇
年
）
は
　
こ
の
制
度
の
存
否
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
し
た
上
で
、
存
在
を
認
め
そ
の
シ
ス
テ
　
ム
が
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
（
2
8
）
　
大
石
註
（
5
）
論
文
（
7
9
）
　
森
田
悌
「
平
安
中
期
の
国
図
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
文
化
』
二
七
〇
、
一
九
八
一
　
年
）（
3
0
）
　
こ
こ
で
は
詳
細
な
検
討
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
佐
々
木
宗
雄
氏
は
、
「
平
　
安
中
期
の
土
地
所
有
認
定
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
三
九
、
一
九
八
二
年
）
　
に
お
い
て
班
田
図
が
土
地
所
有
認
定
の
規
準
と
し
て
の
役
割
を
有
す
る
の
に
対
し
基
　
準
国
図
は
不
輸
租
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
土
地
所
有
認
定
規
準
と
は
　
な
し
え
な
い
こ
と
か
ら
、
基
準
国
図
の
存
在
を
主
張
さ
れ
た
。
平
田
註
（
2
8
）
論
文
に
　
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
田
所
の
勘
申
が
田
地
賦
課
範
囲
に
か
か
わ
る
も
の
又
は
論
　
田
が
不
輸
租
田
の
場
合
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
郡
郷
司
の
勘
申
が
賦
課
に
拘
ら
ず
私
　
田
畠
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
あ
わ
せ
興
味
深
い
。
（
後
述
）
（
3
1
）
　
斉
藤
利
男
氏
は
基
準
国
図
保
管
を
在
地
郡
司
刀
称
が
行
っ
た
と
さ
れ
、
根
拠
と
　
し
て
康
和
元
年
（
一
〇
九
九
）
十
月
十
一
日
左
衛
門
少
志
中
原
資
清
重
勘
文
（
東
寺
百
　
合
文
書
ト
、
平
－
一
四
一
七
）
を
挙
げ
ら
れ
た
が
、
そ
こ
に
見
え
る
「
文
薄
」
が
基
　
準
国
図
を
示
す
も
の
か
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
史
料
上
郡
図
帳
が
散
見
す
る
が
（
延
長
　
七
年
（
九
二
九
）
七
月
十
四
日
伊
賀
国
飯
野
荘
大
神
宮
勘
注
ー
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
　
文
書
、
平
－
二
三
三
な
ど
）
こ
れ
に
つ
い
て
平
田
歌
二
氏
は
国
図
と
同
内
容
の
郡
図
帳
が
作
成
さ
れ
た
と
主
帳
さ
れ
た
。
あ
り
う
る
こ
と
と
思
う
が
、
郡
保
管
の
図
が
如
何
な
る
も
の
か
は
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
基
準
国
図
が
田
所
に
保
管
さ
れ
て
　
い
る
事
実
は
動
か
な
い
。
（
3
2
）
　
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
三
月
の
安
芸
国
高
田
郡
司
解
に
「
栗
林
弐
拾
騨
町
参
段
糠
翻
簾
難
慧
猷
」
と
み
え
る
。
も
ち
ろ
ん
一
般
化
は
で
き
な
い
が
、
田
所
と
　
郡
検
田
使
・
書
生
と
の
関
係
の
一
形
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
（
厳
臨
神
社
文
書
、
平
　
ー
二
一
〇
三
）
。
（
3
3
）
　
当
該
期
、
公
験
と
な
る
文
書
が
権
利
保
持
者
へ
直
接
発
給
さ
れ
る
形
態
が
一
般
　
化
し
つ
つ
あ
る
。
（
佐
藤
進
一
「
中
世
史
料
論
」
新
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
別
巻
　
二
、
一
九
七
六
年
、
田
村
憲
美
註
（
4
9
）
論
文
参
照
）
。
（
3
4
）
　
九
条
家
本
延
喜
式
巻
二
裏
文
書
（
平
－
八
八
六
）
（
3
5
）
　
中
村
雅
真
氏
所
蔵
文
轡
（
平
－
二
〇
〇
七
）
（
3
6
）
　
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
八
月
伊
賀
国
簗
瀬
荘
官
物
結
解
案
（
平
－
三
六
〇
四
）
と
　
同
三
年
四
月
十
五
日
同
荘
作
田
官
物
結
解
案
（
平
ー
三
六
二
六
、
と
も
に
東
大
寺
文
　
書
四
－
七
）
で
は
国
庫
と
収
納
使
が
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
（
3
7
）
　
大
石
註
（
5
）
論
文
（
3
8
）
　
天
仁
二
年
（
＝
〇
九
）
九
月
廿
六
日
官
勘
状
案
（
東
大
寺
文
書
四
ー
四
、
平
－
　
一
七
一
〇
）
に
、
国
司
が
前
司
任
中
の
換
算
率
の
証
拠
文
書
と
し
て
前
司
任
の
収
納
　
帳
・
軽
物
帳
を
太
政
官
に
提
出
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
（
3
9
）
　
目
代
・
判
官
代
の
他
出
納
が
み
え
る
点
、
田
所
・
税
所
と
異
な
る
が
現
物
納
入
機
関
た
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
二
月
十
四
日
伊
賀
国
調
所
返
抄
（
根
津
美
術
館
所
蔵
文
書
、
平
ー
一
九
八
三
）
等
、
表
N
の
④
～
⑨
（
4
0
）
　
註
（
2
0
）
文
書
（
4
1
）
森
田
「
平
安
中
期
郡
司
の
考
察
」
（
『
平
安
時
代
政
治
史
研
究
』
一
九
七
八
年
、
「
平
安
中
期
郡
司
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
と
し
て
『
日
本
歴
史
』
三
一
九
に
一
九
七
四
年
発
表
さ
れ
た
も
の
）
。
泉
谷
「
平
安
時
代
に
お
け
る
郡
司
制
度
の
変
遷
」
（
『
日
本
古
代
学
論
集
』
一
九
七
九
年
所
収
）
（
4
2
）
　
高
田
註
（
2
）
論
文
、
誉
田
慶
信
「
中
世
成
立
期
の
郡
衙
と
在
地
領
主
」
（
『
歴
　
史
』
四
八
、
一
九
七
六
年
）
参
照
。
（
4
3
）
　
十
一
世
紀
を
通
じ
て
四
十
八
例
み
ら
れ
る
。
（
4
4
）
　
わ
ず
か
に
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
二
月
二
十
三
日
日
大
法
師
深
幸
解
案
（
愚
昧
記
嘉
応
二
年
裏
文
書
、
平
－
五
一
四
）
、
寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
閏
七
月
二
十
五
目
王朝国家期における国衙国内支配の構造と特質61
大
宰
府
政
所
下
文
写
（
八
幡
宇
佐
宮
神
領
大
鏡
、
平
－
一
二
九
八
）
が
郡
郷
司
単
独
の
官
物
・
臨
時
雑
役
勘
責
例
で
あ
る
。
（
4
5
）
　
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
三
月
十
四
日
大
和
国
使
牒
（
東
南
院
文
書
三
－
四
〇
、
平
－
三
五
〇
）
（
4
6
）
　
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
三
月
十
二
日
大
和
国
使
牒
（
平
－
三
四
七
）
ー
史
料
C
、
同
年
月
日
大
中
臣
良
実
解
案
（
平
ー
三
四
八
）
1
史
料
D
、
同
年
三
月
十
四
日
大
和
国
添
上
郡
牒
（
平
1
三
四
九
）
ー
史
料
E
、
同
年
月
日
大
和
国
使
牒
（
註
（
4
5
）
）
1
史
料
臼
、
（
以
上
全
て
東
南
院
文
書
三
－
四
〇
）
、
な
お
、
こ
の
相
論
に
つ
い
て
は
下
向
井
龍
彦
氏
が
前
期
王
朝
国
家
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
の
典
型
と
し
て
手
続
の
分
析
　
を
さ
れ
て
い
る
（
「
王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
」
　
（
『
史
学
研
究
』
一
四
八
、
一
九
八
〇
年
）
。
A49
）
　　　　　　　　　　
s8が9
　　　　、
下
向
井
氏
は
史
料
E
に
み
え
る
「
所
在
日
記
」
の
作
成
主
体
を
郡
司
と
さ
れ
た
文
服
か
ら
国
使
と
解
釈
し
う
る
。
百
巻
本
寺
文
書
九
十
五
号
（
平
－
七
五
六
）
田
村
「
機
能
上
か
ら
見
た
国
司
文
書
の
変
遷
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
六
四
、
一
九
　
七
八
年
）
（
5
0
）
　
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
七
月
廿
二
日
丹
波
国
後
河
荘
司
等
解
（
百
巻
本
東
大
寺
文
書
九
五
、
平
－
八
〇
八
）
、
同
年
七
月
廿
三
日
東
大
寺
政
所
下
文
案
（
東
大
寺
文
書
　
四
ー
三
八
、
平
－
八
〇
九
）
（
5
1
）
　
註
（
5
0
）
後
河
荘
司
解
（
5
2
）
　
註
（
4
8
）
文
書
（
5
3
）
　
註
（
5
1
V
文
書
（
5
4
）
　
当
該
期
の
国
使
が
在
地
系
・
中
央
系
双
方
を
含
む
こ
と
は
大
石
氏
も
指
摘
さ
れ
　
て
い
る
。
従
来
は
こ
れ
を
認
め
た
上
で
中
央
系
国
使
の
存
在
を
重
視
し
て
き
た
。
そ
　
の
重
要
性
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
が
、
国
使
の
機
能
を
見
る
限
り
両
者
に
何
ら
差
異
　
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
原
俊
章
氏
は
都
鄙
間
交
通
の
面
　
か
ら
十
一
世
紀
初
め
ま
で
の
受
領
庁
官
人
を
中
央
系
・
地
方
系
に
峻
別
す
る
こ
と
の
　
無
意
味
さ
を
主
張
さ
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
（
中
原
註
（
2
）
論
文
）
。
（
5
5
）
　
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
二
月
十
九
日
筑
前
国
符
案
（
尊
勝
院
文
書
、
平
－
四
七
　
六
）（
5
6
）
　
大
石
氏
は
負
名
に
よ
る
直
納
を
強
調
さ
れ
る
余
り
進
未
沙
汰
を
収
納
所
の
殆
ど
　
唯
一
の
機
能
と
さ
れ
、
収
納
使
の
現
物
徴
収
機
能
を
軽
視
さ
れ
た
が
、
伊
賀
国
名
　
張
郡
の
如
く
、
収
納
使
に
よ
る
徴
税
が
行
わ
れ
た
地
域
も
多
い
と
考
え
る
（
註
（
3
5
）
　
（
3
6
）
参
照
）
。
む
し
ろ
こ
の
徴
税
形
態
の
地
域
的
差
異
が
、
こ
の
後
の
国
衙
機
構
の
　
展
開
の
地
域
差
の
一
要
因
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
5
7
）
　
稲
垣
泰
彦
「
初
期
名
田
の
構
造
」
（
稲
垣
・
永
原
慶
二
編
『
中
世
の
社
会
と
経
　
済
』
一
九
六
二
年
）
、
同
「
律
令
的
土
地
制
度
の
解
体
」
（
竹
内
理
三
編
『
土
地
制
度
　
史
』
1
、
一
九
七
三
年
、
い
つ
れ
も
稲
垣
著
『
日
本
中
世
社
会
史
論
』
（
一
九
八
一
　
年
に
再
録
）
参
照
。
（
5
8
）
　
十
一
世
紀
初
頭
に
至
る
郡
司
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
高
田
実
注
（
2
）
論
文
、
　
米
田
雄
介
『
郡
司
の
研
究
』
（
一
九
七
六
年
）
、
泉
谷
康
夫
註
（
4
1
）
論
文
な
ど
。
高
田
　
実
氏
が
提
唱
さ
れ
た
一
員
郡
司
に
つ
い
て
は
筆
者
は
本
文
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
が
、
　
泉
谷
康
夫
氏
、
森
田
悌
氏
、
鈴
木
国
弘
氏
は
郷
司
と
重
層
的
に
設
置
さ
れ
、
郷
司
を
　
統
割
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
詳
論
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
当
該
期
、
一
員
郡
司
と
郷
司
の
並
立
は
一
般
化
し
え
ず
、
一
員
郡
司
に
よ
る
郷
司
統
轄
も
、
両
者
　
の
機
能
上
の
相
異
も
認
め
難
い
と
考
え
て
い
る
（
森
田
・
泉
谷
注
（
4
1
）
論
文
、
鈴
木
　
「
『
惣
地
頭
職
』
成
立
の
歴
史
的
前
提
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
一
四
、
一
九
七
〇
年
）
　
及
び
『
在
地
領
主
制
』
（
一
九
八
〇
年
）
）
。
（
5
9
）
　
十
一
世
紀
の
刀
禰
に
つ
い
て
、
丹
生
谷
哲
一
氏
は
十
世
紀
以
前
の
保
証
刀
禰
と
　
区
別
し
て
、
新
た
に
形
成
さ
れ
て
き
た
「
在
地
法
」
の
担
い
手
た
る
「
在
地
刀
禰
」
　
と
概
念
化
さ
れ
、
郡
司
と
の
一
体
化
を
指
摘
さ
れ
た
。
一
方
大
石
直
正
氏
・
斉
藤
利
　
男
氏
も
郡
司
・
在
地
刀
禰
の
一
体
化
を
指
摘
さ
れ
、
国
衙
機
構
の
下
部
機
構
た
る
　
「
在
地
司
」
概
念
を
も
っ
て
理
解
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
の
「
一
体
化
」
は
　
田
村
氏
の
研
究
に
も
あ
る
通
り
、
時
期
、
経
緯
に
地
域
的
に
差
異
が
あ
る
。
ま
た
、
　
本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
両
者
の
機
能
は
殆
ど
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
例
え
ば
売
券
の
　
在
地
証
署
は
在
地
刀
禰
が
主
体
で
あ
り
郡
司
連
署
の
例
が
殆
ど
な
い
点
、
郡
郷
収
納
62
所
・
検
田
所
発
給
文
書
に
は
逆
に
在
地
刀
禰
が
見
ら
れ
な
い
点
等
、
両
者
の
職
掌
に
　
は
、
本
来
的
な
差
異
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
斉
藤
利
男
氏
は
史
料
上
の
「
在
地
郡
司
」
を
在
地
刀
禰
を
含
む
も
の
と
看
な
さ
れ
て
い
る
が
な
お
慎
重
を
期
し
た
い
。
本
文
で
は
在
地
刀
禰
を
と
り
あ
げ
な
い
が
、
職
掌
上
の
相
異
と
、
性
格
の
親
近
性
に
　
よ
る
現
実
の
機
能
の
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
存
在
形
態
と
と
も
に
、
尚
、
別
　
の
検
討
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
丹
生
谷
「
在
地
刀
禰
の
形
成
と
歴
史
的
位
置
」
ー
『
中
世
社
会
の
成
立
と
展
開
』
一
九
七
六
年
、
田
村
註
（
9
）
論
文
。
（
6
0
）
　
法
務
大
僧
正
雅
慶
房
帖
案
（
東
大
寺
文
書
四
－
四
六
、
平
－
四
六
〇
）
。
（
6
1
）
　
赤
松
俊
秀
氏
は
寛
弘
九
年
（
一
〇
一
二
）
三
月
十
一
日
今
木
荘
坪
付
（
東
大
寺
文
書
四
ー
四
六
、
平
「
四
六
三
）
は
こ
の
立
券
に
関
連
し
て
郡
司
が
作
成
し
た
も
の
と
さ
れ
た
（
赤
松
「
大
和
国
春
日
荘
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
中
世
社
会
経
済
史
研
究
』
一
九
七
二
年
）
。
（
6
2
）
　
寛
弘
九
年
（
一
〇
＝
一
）
八
月
廿
七
日
東
大
寺
所
司
等
解
（
保
坂
潤
治
氏
所
蔵
文
　
書
、
平
－
四
六
八
）
（
6
3
）
　
神
田
喜
一
郎
氏
旧
蔵
文
書
、
平
－
五
二
三
、
（
6
4
）
　
便
田
が
公
田
で
あ
り
、
公
田
に
於
る
私
領
形
成
の
動
き
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
　
と
は
、
泉
谷
康
夫
「
公
田
変
質
の
一
考
察
」
（
『
歴
史
評
論
』
一
〇
六
、
一
九
六
九
年
、
『
律
令
制
度
崩
壊
過
程
の
研
究
』
一
九
七
二
年
）
に
再
録
。
（
6
5
）
　
註
（
6
6
）
文
書
所
引
永
承
二
年
（
一
〇
四
七
）
十
月
五
日
房
牒
（
6
6
）
　
永
承
三
年
閏
正
月
三
日
伊
賀
国
符
案
（
東
大
寺
文
書
四
ー
六
、
平
ー
六
五
三
）
（
6
7
）
　
永
承
三
年
閏
正
月
七
日
伊
賀
国
名
張
郡
司
解
案
（
東
大
寺
文
書
四
ー
六
、
平
－
　
六
五
五
）
（
6
8
×
6
9
）
註
（
6
6
）
文
書
（
7
0
）
　
同
日
付
伊
賀
国
司
庁
宣
案
（
東
大
寺
文
書
四
－
六
、
平
－
六
五
八
）
（
7
1
）
　
永
承
四
年
（
一
〇
四
九
）
九
月
十
日
伊
賀
国
公
則
請
文
案
（
東
大
寺
文
書
四
－
六
、
平
－
六
七
三
）
（
7
2
）
　
五
味
註
（
8
）
論
文
、
斉
藤
註
（
9
）
論
文
。
売
買
公
券
に
つ
い
て
は
中
田
薫
「
売
買
雑
考
」
（
『
法
制
史
論
集
』
三
上
、
一
九
四
三
年
）
、
仲
森
明
正
「
律
令
的
行
政
秩
　
序
と
土
地
『
売
買
公
券
』
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
九
二
、
一
九
八
一
年
）
は
土
地
売
買
公
　
券
を
「
国
家
的
土
地
所
有
の
維
持
と
耕
営
1
1
租
税
負
担
者
の
把
握
の
た
め
の
地
方
行
　
政
文
書
」
と
し
て
い
る
。
（
7
3
）
　
丹
生
谷
註
（
5
9
）
論
文
、
田
村
・
斉
藤
註
（
9
）
論
文
。
斉
藤
氏
は
こ
の
在
地
共
同
組
織
に
つ
い
て
そ
の
過
渡
的
性
格
を
強
調
さ
れ
、
中
世
村
落
の
前
段
階
の
「
村
」
住
　
人
結
合
と
さ
れ
た
。
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。
註
（
5
9
）
の
問
題
と
か
ら
め
、
改
め
　
て
考
え
た
い
。
（
7
4
）
　
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
十
二
月
廿
九
日
紀
伊
国
荒
河
荘
検
注
帳
（
高
野
山
文
書
続
宝
簡
集
六
十
三
、
平
－
二
三
三
六
）
、
永
万
二
年
（
一
一
六
六
）
二
月
日
備
後
国
大
　
田
荘
立
券
文
案
（
高
野
山
御
影
堂
文
書
、
平
ー
補
一
〇
六
）
（
7
5
）
　
十
二
世
紀
の
右
の
形
式
の
立
券
文
に
つ
い
て
は
島
田
次
郎
「
村
落
」
（
『
日
本
古
文
書
学
講
座
』
中
世
編
H
、
一
九
八
一
年
）
（
7
6
）
　
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
二
月
廿
三
日
散
位
藤
原
実
遠
所
領
譲
状
（
東
南
院
文
書
　
四
ー
九
、
平
－
七
六
三
）
（
7
7
）
　
承
保
二
年
（
一
〇
七
五
）
四
月
三
日
珍
皇
寺
所
司
大
衆
解
案
（
東
寺
百
合
文
書
イ
、
　
平
－
一
一
一
〇
）
な
ど
。
（
7
8
）
　
東
大
寺
文
書
四
ー
四
（
平
ー
一
＝
二
五
）
（
7
9
）
　
九
条
家
本
延
喜
式
券
十
二
裏
文
轡
（
平
－
五
二
〇
）
（
8
0
）
　
九
条
家
本
延
喜
式
巻
四
裏
文
書
（
平
1
五
二
四
）
（
8
1
）
長
保
元
年
（
九
九
九
）
八
月
廿
七
日
大
和
国
司
解
（
三
条
家
本
北
山
抄
裏
文
書
、
　
平
i
三
八
五
）
（
8
2
）
　
田
中
忠
三
郎
氏
所
蔵
文
書
（
平
－
四
六
二
）
（
8
3
）
　
東
大
寺
文
書
四
－
六
（
平
－
六
五
四
）
（
8
4
）
　
承
保
二
年
（
一
〇
七
五
）
三
月
十
六
日
赤
穂
郡
司
秦
為
辰
解
案
（
平
－
一
一
〇
九
）
　
同
年
四
月
廿
八
日
赤
穂
郡
司
秦
為
辰
解
案
（
平
－
一
一
一
三
）
共
に
東
寺
百
合
文
書
ヰ
（
8
5
）
　
西
別
府
元
日
「
平
安
初
期
の
政
治
基
調
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
研
究
』
一
三
七
、
　
一
九
七
七
年
）
（
8
6
）
　
伊
藤
「
中
世
初
期
の
開
発
と
所
領
形
成
」
（
『
学
習
院
史
学
』
一
六
、
一
九
八
〇
年
）
王朝国家期における国衙国内支配の構造と特質63
（
8
7
）
　
矢
川
庄
の
場
合
、
こ
の
後
の
推
移
を
み
る
な
ら
ば
郡
司
（
当
時
の
名
張
郡
司
は
　
猪
弘
光
－
註
（
6
7
）
文
書
）
1
1
開
発
主
体
と
は
看
倣
し
難
い
。
矢
川
の
開
発
に
つ
い
　
て
は
黒
田
日
出
男
「
私
営
田
領
主
藤
原
実
遠
と
『
猪
鹿
の
立
庭
』
」
（
『
日
本
中
世
開
　
発
史
の
研
究
』
一
九
八
四
年
）
参
照
。
（
8
8
）
　
入
間
田
氏
は
勧
農
権
（
開
発
権
を
含
む
）
に
つ
い
て
郡
司
が
有
し
て
い
た
こ
と
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
主
張
さ
れ
た
。
し
か
し
本
文
で
見
た
通
り
郡
司
が
有
し
た
の
は
開
発
権
分
付
の
執
行
　
権
で
あ
り
、
執
行
形
態
も
様
々
で
必
ず
し
も
郡
司
が
開
発
主
体
と
な
る
も
の
で
は
な
　
か
っ
た
。
他
の
勧
農
の
諸
要
素
も
全
て
郡
司
が
権
限
を
有
し
た
と
す
る
こ
と
は
無
理
　
が
あ
ろ
う
。
勧
農
の
内
容
に
つ
い
て
は
山
本
隆
志
「
鎌
倉
時
代
の
勧
農
と
荘
園
制
支
　
配
」
（
「
歴
史
学
研
究
』
四
四
〇
、
一
九
七
七
年
）
参
照
。
（
8
9
）
　
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
九
月
二
十
日
大
宰
府
符
（
石
清
水
文
書
、
平
1
三
五
四
）
（
9
0
）
　
例
を
一
つ
挙
げ
て
お
く
。
長
久
四
年
（
一
〇
四
三
）
十
二
月
一
一
八
日
、
及
び
翌
五
　
年
十
月
七
日
の
山
城
国
乙
訓
郡
司
解
（
平
1
六
一
六
、
六
一
八
、
と
も
に
神
田
喜
一
　
郎
氏
所
蔵
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
郡
司
に
坪
付
を
下
さ
な
い
と
免
除
が
完
了
し
な
い
こ
　
と
、
国
使
入
勘
し
な
い
地
域
で
は
郡
司
の
免
除
執
行
は
無
意
味
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
9
1
）
　
天
養
元
年
（
一
一
四
四
）
十
月
二
十
日
鳥
羽
院
庁
下
文
案
（
狩
野
亨
吉
氏
蒐
集
文
　
書
十
八
、
平
－
二
五
四
一
）
（
9
2
）
松
岡
久
人
「
郷
司
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
一
五
、
一
九
五
八
　
年
）
、
泉
谷
康
夫
註
（
4
1
）
論
文
、
永
原
慶
二
『
日
本
の
中
世
社
会
』
五
六
頁
（
一
九
六
　
八
年
）
（
9
3
）
　
註
（
9
2
）
諸
論
稿
参
照
。
（
9
4
）
　
坂
上
康
俊
氏
は
「
安
芸
国
高
田
郡
司
藤
原
氏
の
所
領
集
積
と
伝
領
」
（
『
史
学
雑
　
誌
』
九
一
ー
九
、
一
九
八
二
年
）
に
お
い
て
、
新
発
見
史
料
を
含
む
多
数
の
売
券
を
　
整
理
さ
れ
、
丹
治
近
恒
の
所
領
集
積
が
国
衙
の
公
文
預
と
し
て
、
郡
・
郷
司
藤
原
氏
　
の
所
領
集
積
と
平
行
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
（
9
5
）
　
註
（
9
4
）
論
稿
付
表
参
照
。
（
9
6
）
　
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
九
月
七
日
源
頼
綱
請
文
（
厳
廟
野
坂
文
書
、
平
1
補
一
　
三
二
）
藤
原
氏
の
私
領
経
営
の
脆
弱
性
に
つ
い
て
は
註
（
％
）
論
稿
参
照
。
（
9
7
）
　
入
間
田
「
郡
地
頭
職
と
公
田
支
配
」
（
『
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
別
巻
第
　
六
集
一
九
六
八
年
）
同
氏
註
論
稿
等
々
、
註
（
9
8
）
参
照
。
（
9
8
）
　
中
世
史
研
究
の
い
わ
ゆ
る
第
三
期
の
研
究
、
ご
く
最
近
の
研
究
と
し
て
五
味
註
　
（
8
）
論
文
、
山
田
渉
「
中
世
的
土
地
所
有
と
中
世
的
所
有
権
」
（
『
東
ア
ジ
ア
世
界
の
　
再
編
と
民
衆
意
識
』
一
九
八
三
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
尚
、
入
間
田
宣
夫
「
中
世
史
　
研
究
の
新
段
階
」
（
『
新
編
日
本
史
研
究
入
門
』
一
九
八
二
年
）
の
整
理
を
参
照
。
（
9
9
）
　
荘
園
公
領
制
の
形
成
（
国
司
の
一
国
規
模
支
配
の
変
質
、
直
接
支
配
の
崩
壊
と
　
も
い
い
う
る
。
）
が
十
一
世
紀
半
ば
以
降
長
期
に
渡
り
、
複
雑
な
様
相
を
み
せ
る
こ
　
と
は
綱
野
註
（
8
）
論
文
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。
そ
の
過
程
の
中
で
保
元
新
制
が
大
き
　
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
は
綱
野
氏
等
々
の
指
摘
が
あ
る
。
十
一
世
紀
に
み
ら
れ
る
荘
　
園
公
領
制
形
成
の
動
き
は
、
未
だ
国
司
ー
国
使
に
よ
る
一
国
支
配
を
転
換
さ
せ
う
る
　
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
筆
者
は
十
一
世
紀
中
葉
を
画
期
と
し
て
重
視
す
る
　
見
解
（
坂
本
前
掲
書
、
同
氏
「
王
朝
国
家
の
諸
国
支
配
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
史
学
　
研
究
五
十
周
年
記
年
論
叢
』
一
九
八
〇
年
）
に
は
疑
問
を
も
っ
て
い
る
。
（
0
0
1
）
　
工
藤
敬
一
「
鎌
倉
政
権
と
公
家
政
権
」
（
『
講
座
E
本
史
』
2
、
一
九
七
〇
年
）
（
直
O
l
）
　
「
大
田
文
と
国
衙
領
の
所
領
構
成
」
（
『
日
本
古
代
史
研
究
』
一
九
八
〇
年
）
、
「
中
　
世
国
衙
領
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
山
形
史
学
研
究
』
一
六
、
一
九
八
〇
年
）
（
2
0
1
）
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
三
月
石
見
国
惣
田
数
注
文
（
益
田
家
文
書
、
『
鎌
倉
遺
　
文
』
三
〇
八
〇
号
）
な
ど
五
例
存
し
、
『
峯
相
記
』
（
魚
澄
惣
五
郎
著
『
斑
鳩
寺
と
峯
　
相
記
』
所
載
）
に
田
所
に
よ
る
大
田
文
注
進
が
見
え
る
。
（
3
0
1
）
安
芸
国
田
所
の
佐
伯
氏
が
最
も
早
い
例
で
あ
る
。
磯
貝
富
士
男
「
安
芸
国
在
庁
　
官
人
『
田
所
』
氏
に
つ
い
て
の
覚
書
」
（
津
田
秀
夫
編
『
近
世
国
家
の
成
立
過
程
』
　
一
九
八
二
年
）
等
参
照
。
〔
附
記
〕
　
本
稿
脱
稿
後
、
飯
沼
賢
司
氏
「
『
職
』
と
イ
エ
の
成
立
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
五
　
三
四
）
、
勝
山
清
次
氏
「
黒
田
庄
出
作
田
に
お
け
る
官
物
収
納
を
め
ぐ
っ
て
」
泉
谷
　
康
夫
氏
「
平
国
時
代
の
諸
国
検
断
に
つ
い
て
」
（
と
も
に
『
日
本
政
治
社
会
史
研
究
』
　
中
）
、
関
幸
彦
氏
『
国
衙
機
構
の
研
究
』
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
諸
成
果
を
生
か
せ
　
な
か
っ
た
事
を
お
詫
び
し
た
い
。
